
転出者アンケート調査の結果について 

参考資料1-2 

平成30年3月20日(火) 
 

宇陀市 企画財政部 企画課 



個人属性 
現状の問題認識 
転出の理由 
 

 
 

転出時の状況 
転出先での居住期間等 
転出先の住みやすさ 

転出者アンケートの概要 

（2）アンケートの実施対象 

宇陀市から転出した人を対象として宇陀市の問題等を把握 

直近の市外への転出者500人 

（4）実施状況 

有効配布数：430件⇒回収数128件（29.8％） 
 

※グラフについては、小数点以下の四捨五入による合計が100％にならない場合がある。 

（3）アンケートの主な設問項目 

（1）アンケートの目的 
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20～29歳

32 

25.6%

30～39歳

52 

41.6%

40～49歳

14 

11.2%

50～59歳

10 

8.0%

60～64歳

7 

5.6%

前期

高齢者

10 

8.0%

N = 125

男性

59 

47.2%

女性

66 

52.8%

N = 125
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1.回答者の性別 
① 現在のあなたの性別と年齢を教えてください。 
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2.回答者の居住地 
②あなたのお住まいの場所を教えてください。 

奈良県

68

54.4%

滋賀県

1

0.8%

京都府

2

1.6%

大阪府

28

22.4%

兵庫県

2

1.6%
近畿圏外

24 

19.2%

N = 125
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3.回答者の転出した時期 
③あなたが宇陀市から転出した時期を教えてください。 

1年以内

54 

42.5%
2～3年

66 

52.0%

4～5年

3 

2.4%

5～9年

1 

0.8%
10年以上

3 

2.4%

N = 127



単身世帯

25 

19.5%

夫婦のみ

の世帯

65 

50.8%

二世代世

帯（親と子）

35 

27.3%

三世代世

帯（親と子

と孫）

1 

0.8%

その他

2 

1.6%

N = 128
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4.回答者の世帯構成 
④あなたの世帯構成を教えてください。 
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5.回答者の職業 
⑤あなたの職業を教えてください。 

会社員・公

務員

77 
60.2%

自営業

6 
4.7%

パート・アル

バイト
11 

8.6%

家事専業

20 
15.6%

無職

9 
7.0%

その他

5 
3.9%

N = 128



1.3 

0.6 

-0.4 

0.0 

-1.1 

-1.0 

-1.3 

-1.0 

0.4 

0.4 

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5

自然・田園環境

N = 123

文化遺産等の歴史文化

N = 125

子育ての環境

N = 125

地域の人間関係

N = 124

市内の少子高齢化

N = 125

公共交通の利便性

N = 126

商業・娯楽施設の立地

N = 126

雇用の環境

N = 127

ご近所付合い等の人間関係

N = 125

住みやすい雰囲気

N = 126
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6.宇陀市の強み・弱み 
⑥以下の項目について、宇陀市の状況がどれほど良い 
（宇陀 市の強みである）か、悪い（宇陀市の弱みである）か、 
 あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

回答の割合 各項目のポイント 

非常に良い ２ポイント、良い １ポイント、どちらでもない ０ポイント 
やや悪い －１ポイント、悪い －２ポイント として平均を算出 

強み 

強み 

弱み 

非常に

良い

41.5

10.4

2.4

4.0

0.8

1.6

13.6

14.3

やや

良い

47.2

42.4

16.0

30.6

2.4

8.7

3.2

1.6

33.6

42.1

どちら

でもない

9.8

39.2

36.8

35.5

24.0

15.1

9.5

26.8

39.2

23.0

やや

悪い

1.6

8.0

32.0

23.4

33.6

37.3

42.1

40.2

7.2

15.1

非常に

悪い

12.8

6.5

39.2

37.3

45.2

31.5

6.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

自然・田園環境

N = 123

文化遺産等の歴史文化

N = 125

子育ての環境

N = 125

地域の人間関係

N = 124

市内の少子高齢化

N = 125

公共交通の利便性

N = 126

商業・娯楽施設の立地

N = 126

雇用の環境

N = 127

ご近所付合い等の人間関係

N = 125

住みやすい雰囲気

N = 126
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42

76

78

27

50

37

9

18

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

観光客増加による環境問題の発生

子育て・教育を担う人材の不足

経済を担う人材の都会への一極集中

地域公共交通の減便や廃止

災害による被災の危険性

地域産業の衰退

地域産業の担い手の不足

地縁や血縁などの人間関係の希薄化

国や県からの補助金の減少

その他
（複数回答）

N = 125

62

21

21

61

56

57

45

10

15

4

0 20 40 60 80

自然環境の保全・活用

健康志向や健康ブーム

観光客（海外含む）の増加

空き家活用の推進

古民家を活用した民泊や宿泊施設の

整備促進

田舎暮らしの流行

広域的な交通インフラの維持・整備に

よる利便性確保

薬草や製薬への注目

インターネット等の情報通信の高度化

その他
（複数回答）

N = 125
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7.宇陀市にとってのチャンス・脅威 
⑦ 宇陀市にとってチャンスとなる（宇陀市の発展を後押しす

る）もの、脅威となる（宇陀市の発展にとって障害とな
る）ものをそれぞれ最大３つまでお選びください。 

チャンスとなるものの候補 脅威となるものの候補 

上位４つ 

上位３つ 



9 

8. 転出時の状況 
⑧ 転出することになったきっかけは主にどなたによるものか 
  教えてください。 

あなた自身

75 
59.1%

配偶者

37 
29.1%

子ども

5 
3.9%

あなたもし

くは配偶者

の親
5 

3.9%

その他

5 
3.9%

N = 127



仕事の都合

36 
28.1% 通学の都合

1 
0.8%

住宅の都合
7 

5.5%

結婚のため

59 
46.1%

子育ての

ため

3 
2.3%

介護のため
4 

3.1%

ＵＪＩ

ターンの

ため
4 

3.1%

周囲の環境

のため

6 
4.7%

その他

8 
6.3%

N = 128
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⑨ 転出することになったきっかけは主にどなたによるものか教え
てください。 

8. 転出時の状況 
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⑩ あなたと共に転出した家族の人数を教えてください。 

8. 転出時の状況 

0人（あな

たのみで

転出）
96 

75.6%

1人

15 
11.8%

2人
11 

8.7%

3人

5 
3.9%

N = 127
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⑪ 転出前の居住地を教えてください。 

8. 転出時の状況 

大宇陀

地域

24 

18.9%
菟田野

地域

11 

8.7%榛原地域

78 

61.4%

室生地域

14 

11.0%

N = 127
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⑫ 転出前は何年間宇陀市にお住まいでしたか。 

8. 転出時の状況 

3年未満

1 
0.8%

3～5年

4 
3.1%

6～10年

6 
4.7%

11～15年

7 
5.5%

16～20年

12 
9.4%

21～25年

28 
22.0%

26～30年

33 
26.0%

31年以上

36 
28.3%

N = 127



予定は

ない

96

78.0%

予定は

ある

27

22.0%

N = 123 14 

9.宇陀市へのＵターンの可能性 
⑬ 今後、宇陀市へ戻ってくる予定はありますか？ 

約8割が戻って
くる予定なし 
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10.転出を少なくするために必要な取組 
⑭ 宇陀市から転出が少なくなったり、一時的になるために必

要だと思われる取組は何だと思いますか？ 

32

63

36

13

32

34

21

52

20

20

14

18

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

定住促進奨励金の交付

就職支援、斡旋、雇用創出の充実

住宅支援策の充実

婚活支援策の充実

高齢者福祉施策の充実

新婚世帯家賃補助制度

Ｕターン支援策の充実

子育て支援医療給付

休日保育の充実

育児休業明けの保育所入所予約制度

就学援助の充実

その他 N = 119

（複数回答）


